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．道東の教育事情と教育情報

筆者は先に，道東の学校現場における教育情報のニー

ズに関する調査を実施し，その結果を報告した ）。調査

は，釧路・根室管内市町村の公立小学校及び中学校

校に， 道東の学校現場で求められる教育情報について

のアンケート を送付して行われた。この調査における

教育情報 とは，学習指導や生徒指導，教材研究や研

修，学級経営や学校経営など，学校での業務を遂行する

上で必要とされる情報全般を指すものとしている。道東

の教育現場において学校教員はどのような情報を必要と

しているのか，情報は充足しているのか，どのような手

段によって情報を得ているのか，ということがらについ

て全体的な傾向を把握することが調査の目的であった。

調査結果を概観すると，道東における教育情報の充足

度は，全体としてやや不足気味ではあるが，ある程度満

たされている状態と判断できた。ただし，地域的な格差

も大きく，釧路管内よりも根室管内の方が充足度は低い

傾向にあった。

求められている教育情報の内容は，学習指導に関する

情報が中心であり，特に 少人数・複式指導に関する情

報 に対する要求度は，釧路・根室両管内ともに突出し

たものであった。少人数・複式指導に対応した学習指導

は，へき地・小規模校が多数設置されている釧路・根室

地域にとって重要な課題である。このように道東におい

て求められている教育情報の傾向には，へき地・小規模

校という地域的な実情が如実に反映されている。

少人数・複式指導への対応は道東の学校にとって恒常

的な課題であり，この課題がなくなることは予想できな

い。しかも，その対応は，それぞれの学校や，学校が置

かれている地域の実情，子どもの実態に即した個別的な

ものである。一般的な教育情報ならば，その情報源も多

く入手も容易だが，道東の地域的な教育事情を踏まえた

教育情報となると，量的にも充分とはいえず入手も困難

であろう。アンケートの自由記述回答にみられた， へ

き地，複式学級の経験が不足している教員のために，授

業の仕方や，カリキュラムの組み方などの具体的な資料

が欲しい。学年別指導を進めていくための手だてが欲し

い。インターネット，書籍でも，このような情報がなか

なか手に入りません。学校の中でインターネットが自由

に使えても，情報そのものが不足しています。） とい

う指摘は，道東における教育情報の現状を端的に表して

いる。

他方，教育情報を入手する手段に関する回答結果から

判明した特徴は，図書・書籍に次いでインターネットが

情報入手の手段として利用されている事実であった。イ

ンターネット上のウェブサイトから必要な教育情報を検

索し入手することは，学校内外の研究会や研修会による

情報の入手よりも，より簡便で日常的になっているよう

である。教育現場におけるインターネット利用が教育情

報を入手する手段としてきわめて高く評価される背景に

は，その簡便性だけでなく，道東の学校が置かれた環境

的な要因もある。近隣に書店や図書館，社会教育施設が

なかったり，遠く離れているために利用が困難だったり

する地域では，物理的な距離の問題から解放されるイン

ターネットは有効な情報収集の手段となる。

インターネット上の教育情報に関するウェブサイト

は，公設・私設含めて多数開設され，有益で利用価値の

高い情報が公開されている。その反面，膨大な教育情報

の中から必要なものを選択することは容易ではない。へ
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き地や複式，少人数教育に関する具体的な情報，地域に

特化した情報は，前述の指摘のように情報そのものが少

ない。インターネット上には多くの教育情報が公開され

ているが，地域の実情を伝える教育情報は，当事者かそ

の関係機関が発信しなければ提供されない。アンケート

調査の結果をみると，教育情報を得るための手段として

インターネットを評価する一方で，情報を提供する立場

でこれを利用する場面は多いとはいえないようである。

さて，行政からの教育情報の発信としては，北海道教

育委員会や，市町村教育委員会による教育の情報化や教

育情報の共有化の試みがあげられる。北海道立教育研究

所附属情報処理センターでは，北海道教育情報通信ネッ

トワーク ウェブサイトや，附属情報処理センターのウェ

ブサイトを通して，教育情報の提供を行っている ）。道

立理科教育センターや道立特殊教育センターもウェブサ

イトにおいてそれぞれの教育情報を提供している ）。道

東釧路市では，釧路教育研究センターが事業の一環とし

てウェブサイトを公開し，各種情報の提供を行ってい

る ）。行政による教育情報の提供は，担当部署によって

対象とする教育情報が異なったり，目的が異なったりし

ているために，必ずしも利用者にとってわかりやすいも

のになっているとはいえない。また，提供される情報の

継続的な更新も容易ではないようである。これは，一定

地域の教育に関する情報を網羅的に収集，提供すること

の難しさを示しているといえよう。

一方，各種研究団体，教育関係者，教員個人など，私

的な立場での教育情報の発信件数も多い。校種，教科や

専門分野等に特化した情報を提供しやすく，情報を受け

とった者からのフィードバックも得やすいのであろうと

推測できる。しかし，例えば複式・少人数教育に関する

情報を発信する団体，関係者，個人の数は多くはないし，

しかも特定の地域におけるへき地教育に関する情報とな

るとさらに情報の発信者・提供者は少なくなる。

つまり，へき地ではインターネットからの教育情報の

入手が期待されながらも，情報を提供する主体が少なく，

ネット上の情報量も相対的に低いという状況にある。行

政等の公的な組織が，教育現場からの情報を収集してこ

れを提供することが望まれるが，現状ではそれを実現す

るまでに多くの困難が予想される。道東の学校や教員は，

へき地・少人数教育に関するノウハウや実践情報を提供

してくる貴重な存在であると同時に，その情報を必要と

している主体でもある。この二つの立場に介在して地域

の教育情報の共有化と，教育情報の地域化をはかる機関

や組織が求められているといえる。

．ウェブサイトにおる教育情報提供の構想

道東地域における教育情報の共有化の課題を踏まえ，

ウェブサイトを介した地域の教育情報提供のための実験

を構想した。筆者らは，従前から，道東に勤務する本学

卒業生と共同研究を行い，造形教育，総合学習などの教

材開発に取り組んできた。佐々木は，亀岡（根室市立歯

舞中学校）とともに，大漁旗制作を取り上げ，漁業地域

における地域教材研究を行った ）。鎌田は，別海町立美

原小学校の実践例をとりあげ，学校教育における 生活

の視点から総合学習としての性格を導いている ）。この

ようなへき地・小規模校での教材研究や協力関係を通し

て得られた教育情報を公開し，教育リソースとして活用

するためのメディアとしてウェブサイトに着目し，サイ

ト構築に向けての準備作業を開始した。

まず，モデルとなるウェブサイトを検索し，教育情報

の内容や種類，公開の方法などを確認した。前述のよう

に，教育情報を公開するウェブサイトは公的なものから

私的なものまで多数ある。公開されている情報が誰に対

してどのように役立っているかを評価することは難しい

ため，モデルとして参考になるものの特徴を把握するこ

とに努めた。

教育情報に関するウェブサイトで国内最大規模のもの

は，教育情報ナショナルセンター（略称 ）のウェ

ブサイトであろう ）。同センターは，国立教育政策研究

所の事業として展開されており，国内の様々な教育情報

の収集と整理・体系化を行っている。扱う情報の範囲，

想定している利用者，情報の体系化という点において国

内の教育情報の拠点といえる。提供される情報には，情

報の内容を示すメタデータが付加されており，これによっ

て膨大なデータの整理・検索の利便性を向上させている。

地方公共団体教育委員会の運営するものとして，沖縄

県教育委員会の 教育センターが運営する 教育総

合案内サイト は，情報の内容や構成など非常に優れた

ものになっている ）。同センターによる 教育情報共有

システム は教育素材，研究報告，イベント情報，学習

教材，教材作成支援ソフト，指導案等，琉球文化などの

教育情報を検索・入手できるシステムになっている。へ

き地・小規模校が多いため，複式授業や少人数指導に関

する情報も，同システムを通じて多数検索することがで

きる。扱われる教育情報は，県内の教育の実情を反映し

たものであるため，具体的で教育現場に即したものが多

く含まれている。

行政による公的サイトとは別に，学校や教育研究団体，

教員個人が自主的に運営しているウェブサイトの中にも

参考になる事例が多くある。熊本県図画工作・美術教育

研究会の西尾隆一氏を中心に運営されている こ
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ども美術館 は，教員の個人的な取り組みから始まった

ものが，研究団体の公式サイトを経て，県教育センター

のサーバーからの発信となり，さらに文部科学省委託・

教育情報共有化促進モデル事業に指定され現在に至って

いる。このウェブサイトでは県内・海外の児童生徒作品

や実践事例が公開されている。なお，全国規模での実践

事例の共有を目指した こども美術科・別館 も

公開されている ）。また，学校教員が個人で運営する

ものとして，北海道の中学校教諭山崎正明氏によるウェ

ブサイト 豊かな美術教育を！ ，ウェブログサイト 美

術と自然と教育と は注目に値する。前者のウェブサイ

トでは，自身の教育実践に関わる情報を中心に公開し，

後者のウェブログサイトでは全国の美術教育関係者との

情報交換と交流を図っている。教育情報のデータベース

とは異なり，個人的な発想や実体験が生かされている ）。

いくつかのモデルを概観すると，教育委員会や教育セ

ンターなどの行政による教育の情報化には，それぞれが

所管する地域や分野における教育情報のデータベース化

という発想があることがわかる。教育委員会と学校の間

には，教育情報を収集しやすい組織構造があるので，網

羅的に集めた情報をデータベース化できる。他方，団体

や個人の場合は，公的な制約から離れたところで，それ

ぞれの実践や教育に関するアイデアの発信ができる。そ

れぞれが提供できる情報は限定的だが，それだけに専門

的な内容が期待できる。ただし，提供する情報は，発信

者自身が作らなければならない。

教育情報の提供を目的としたウェブサイト運営の難し

さは，公開する内容をどのように生み出すかということで

ある。さらに内容を追加して更新し続けることの難しさが

ある。前述したように，学校現場が，地域に特化した教育

情報を求めたり，情報の交流を求めたりしながらも，自ら

情報の発信をするには至っていない現状がある。日々の

実践の中から，提供すべき内容をさがし，それを加工し

てウェブ上で公開する過程では多くの労力を要する。へ

き地・小規模校で個々の先生や学校が情報発信すること

によって情報量は増すが，現実には多くの困難がある。

へき地における学校現場は，へき地教育の教育情報の

発生源であり，同時にその情報を求める主体でもある。

したがって，学校における教育情報を収集し，ウェブサ

イトのコンテンツとして加工して公開するためには，学

校現場との人的なネットワークも必要となる。今回の試

みでは，学校現場に教員として勤務する本学釧路校の卒

業生との連携をはかり，現場情報を提供してもらうこと

とした。現場に勤務する卒業生を一次資料の提供者とし

て位置づけ，大学ではそれをウェブサイトのコンテンツ

となるように加工して公開し，ウェブサイトを通して現

場に還元提供するという循環を構想した。卒業生との連

携をもとにしたネットワークは，特別な契約事項をもた

ないゆるやかな協力体制によるものとした。

．ウェブサイトの構築と内容の整備

試験用ウェブサイトの名称を 北海道教育大学釧路校

美術教育研究室 ＠ として，釧路校ウェ

ブサーバ上で 年 月より公開することとした ）。

ウェブページの作成については，市販の エディ

タを用いた。データの作成・加工を大学で行い，順次釧

路校ウェブサーバにアップロードしていった。

このウェブサイトの趣旨は，図工・美術教育に関する

情報を提供すること，釧路校美術教育研究室の学生及び

卒業生の活動を紹介することにある。むろん，最終的な

目標は卒業生との人的ネットワークと，現場からの教育

情報の収集，大学での加工，現場への提供というサイク

ルを構築することにある。 月からの試験運用にあたっ

ては， 卒業生との連携を保ち，現場からの資料を一定

程度得られるか， 資料の加工とウェブデータ化にどの

程度の労力を要するか， 大学での授業，研究成果，学

生たちの活動成果を現場に提供できるか， 現場（卒業

生，教員）と在学生の接点となるような話題提供ができ

るか， 地域の社会教育施設（美術館，芸術館等）との

連携も視野にいれた情報提供ができるか， 日常的な業

務の中でどの程度の頻度で内容更新ができるか，の 点

について，実際の運用を通して確認することとした。

ウェブサイトが提供する内容を， 図工・美術教育の

情報 美術教育研究室の情報 管理人のノート・メモ

に大別した。現場への情報発信は主に 図工・美術教育

の情報 に集約した（表 ，図 参照）。次章以降， 図

工・美術教育の情報 の内容の詳細を見ることとする。

． 教材例・実践例 のページ

図工・美術教育の情報 では，教育現場に対する情

報の発信を目的としている。ここではさらに，内容を 教

材例・実践例 ， 情報とアイデア ， お知らせと宣伝 ，

資料 の つに分けた。なかでも， 教材例・実践例

については，ウェブサイトの内容的な核として位置づけ，

卒業生の実践例を紹介した。（図 参照）。

全校生徒 名の小規模校に赴任した卒業生は，図工の

実践をデジタルカメラで記録して，年間指導計画等とと

もに資料を提供してくれた。この小学校では，少人数の

ために図画工作では全学年の児童による合同学習が行わ

れており，異なる発達段階の子どもたちに対する表現指

導の実践例を公開することができた。ウェブサイト上で

は，実践例の紹介という形式をとりながらも，子どもの
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表現の特徴や指導のあり方についてのコメントを付し

た。図 は粘土による立体表現活動の実践例，図 は運

動会の応援旗づくりの実践例である。

また，中学校に美術教員として勤務する卒業生が行っ

た全道規模の研究大会での公開研究授業を取材し，写真

や学習指導案，関連資料とともにウェブサイト上で紹介

した（図 参照）。この研究大会は，北海道造形教育連

盟が毎年開催する研究大会であり，平成 年度は函館市

で行われた。卒業生の勤務する中学校は，へき地校では

ないが，比較的少人数の函館郊外の学校である。研究授

業で取り上げた題材は，学校近隣から掘り出した粘土を

使った土器制作である。放課後や休日を利用して生徒た

ちと粘土を採掘して精製したり，成形した作品を焼成す

るために野焼きを行ったりしながら，長期間にわたって

進めてきた実践であった。公開研究授業では，焼き上がっ

た生徒作品（粘土で作った燭台）にロウソクを灯しての

鑑賞活動が行われた。

このような地域の素材を生かした造形活動の教材研究

や授業実践の記録は，道東のへき地・小規模校が参考に

することができる貴重な資料になる。授業をした卒業生

自身も，教材研究や授業計画の際に，粘土や野焼きに関

する参考資料がなくて非常に苦慮したと語っている。文

献等で得られた知識と，実践を進める過程で得られたノ

ウハウは，広く共有されるべき貴重な教育情報である。

ウェブサイトでは，公開研究授業の授業風景や完成した

生徒作品の写真を中心に実践を紹介するとともに，指導

案と関連資料を ファイル化して，ダウンロードで

きるようにした。

中学校に勤務する卒業生の教育実践の紹介はこのほ

か，根室市の漁業地域の学校で行われた大漁旗制作の実

践などがある ）。

この他の教材例・実践例としては，学生が卒業研究と

して取り組んで作成した鑑賞用ウェブ教材がある（図

参照）。これはウェブページ上で閲覧することを前提に

して作成された，鑑賞のためのアニメーションである。

画面上のボタンを操作して，アニメーション画像を再生

させ，ピカソの鑑賞のための知識を学んでいくというも

のである。

学生が作成した教材をウェブサイトで公開すること

で，教材のヒントを提供でき，現場からのフィードバッ

クによって教材の改良が可能になる。ウェブ教材は，コ

ンピュータの種類に依存せず，ウェブブラウザ上で再生

することが可能なので，大学と教育現場の協力関係に基

づく遠隔教育教材の開発への応用が期待される。

． 情報とアイデア のページ

卒業生との連携だけでなく，造形作家，教育関係者，

大学とその附属機関などの活動を伝えるための内容群と

した。そのため，ほとんどの内容は，現場からの情報提

供によるものではなく，現場に直接赴いて取材を行った

結果をまとめ，ウェブ上で公開している。

情報とアイデア の内容群は，平成 年度附属小・

中学校教育研究会の公開研究授業の記録，釧路市で行わ

れた造形作家岡部昌生氏のワークショップの記録，前述

の北海道造形教育研究大会の取材記録，大学で行った

年経験者研修の記録などを含めた（図 参照）。

平成 年度の附属釧路学校の教育研究会は，小学校と

中学校の連携を中心的なテーマに据えて小中合同で開催

された。小学校では第 学年の図工，中学校では第 学

年の美術が研究授業として公開され，義務教育 年間を

通した造形教育のあり方が分科会で問われた。公開授業

の記録を写真等で紹介し，それぞれの授業の指導案をダ

ウンロードできるようにした。また，近隣の小学校教員，

中学校教員，高等学校教員，本学学生が参加した分科会

での意見交換の模様を紹介した（図 参照）。附属学校

の実践を写真や指導案等の資料を含めて詳細に紹介する

ことで，大学及び附属，学校現場との人的なネットワー

クを拡大するねらいがある。

また，平成 年 月に大学で行われた 年経験者研修

の記録を掲載した。図工・美術コースの研修を受講した

人の学校教員の講義，美術館・芸術館の見学，実技実

習の風景を記録した。講義で使用したプリント及び資料

等は ファイル化して，ダウンロードできるように

している。研修のあり方，教材研究のあり方についての

表 ウェブサイトの構成

図工・美術教育の情報

教材例・実践例 ・卒業生による教育実践
・卒業生による研究授業記録，指導案資料ほか
・卒業生による教材研究，開発教材

情報とアイデア ・附属研究大会・研究授業資料，指導案ほか
・作家によるワークショップの記録
・道内の教育研究大会取材記録，研究授業資料
・ 年経験者研修の記録，配付資料ほか

お知らせと宣伝 ・展覧会等各種イベント開催情報
・出版物等の紹介

資料 ・図工・美術実践のための各種情報
・指導案データ
・卒業研究発表概要資料
・卒業生による図工指導資料データ
・美術教育関連論文データ

美術教育研究室の情報

活動風景や授業風景 ・授業の記録
・教育実習の記録（指導案・写真など）
・卒業研究発表会，展覧会活動等の記録

釧路芸術館とのコラボ ・釧路芸術館におけるボランティア活動
・釧路芸術館における展覧会活動

管理人のノート・メモ

ツレヅレ日記 ・日々の雑感

アルバム・らくがき帖 ・大学内外の写真

・研究ノート（制限つき公開）
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筆者の意見等も掲載した。 人の受講者は，釧路・根室・

十勝管内の小学校・中学校教員であり，研修が終了して

からも連携が維持できるようにウェブサイトでの情報発

信に努めている。研修後の受講者からの問い合わせは，

現場で求められる教育情報を知る上での参考になり，

ウェブサイトの内容に反映することができた。 年経験

者研修の実施記録を公開することは，次年度以降の受講

者に対して情報提供にもなっている。

． 資料 のページ

資料 の内容群には，図工・美術実践のためのヒン

トや材料・用具・実技等の知識などを扱った 図工・美

術実践のための ，美術教育研究室学生の卒業研究

概要，公開研究授業や学生の立案した指導案，筆者の論

文などが含まれる（図 参照）。

なかでも， 図工・美術実践のための は，学校

現場の教員との人的なつながりの中で明らかになってき

た具体的な現場の声に基づきながら内容を追加・更新し

ている。例えば，小学校で扱われる紙版画の道具とその

扱い方，紙をはじめとする材料の知識，中学校美術で扱

われる彫刻等と木彫教材などについては，実際の問い合

わせがあり，その回答を兼ねたウェブページを制作して

公開している。また，大学の授業で配布したプリントを

ファイル化して公開し，材料や用具の基礎知識に

関する情報を提供している（図 参照）。

例えば， 紙版画道具セット のページでは，安価で

扱いやすい版画道具セットの作り方と使い方に関するノ

ウハウを写真とともに紹介している（図 参照）。

学校現場からの直接的な問い合わせは，材料・用具・

技法についての事柄が多い。画材や特殊な用具，材料に

触れる機会が少ないためである。そのためか，いわゆる

キット教材が用いられることが多くなるようだが，わず

かな知識と工夫次第で材料や用具を安価に揃えられる場

合も多々ある。こうした情報を提供することで，地域素

材を利用した教材開発が促されることが期待される。

さらに，公開研究授業などで入手した学習指導案，学

生たちが教育実習時に立案した学習指導案など，徐々に

蓄積される指導案を ファイル化して公開している

（図 参照）。学校現場に対して公開するという意味合

いもあるが，教育実習生として大学を離れる学生に対し

て，指導案の参考例を提供するという意味合いも強い。

この他にも，学校現場や学生にとって有益と思われる

内容については，随時追加・更新した。

．まとめと課題

平成 年度半ばから準備を進め，平成 年 月から

ウェブサイトを公開して，現段階で約 年が経過してい

る。この間，情報の収集，取材，ウェブデータ制作，ウェ

ブサイトの更新作業を継続してきたが，アクセス数や，

内容に関しての反響など，ウェブサイトに対する客観的

な評価は行っていない。しかし，平成 年 月からの試

験運用にあたって設定した つの確認事項については，

現段階で以下のようにまとめることができる。

卒業生との連携維持，現場からの資料入手の可能性

卒業生との連携は，当初の予想よりも広範囲に，かつ

継続的に進めることができた。特に，道東のへき地校に

勤務する卒業生から得られる情報は，具体的でありなが

らへき地・小規模校全体に共通する内容を含んでいる。

例えば，小規模校での合同授業による図画工作の教材研

究やカリキュラム立案に関する教育情報は，へき地校で

は恒常的に必要とされながらも，これまで提供されるこ

とは少なかった。また，複式におけるカリキュラムや時

間割の具体的な諸問題が，卒業生の実体験を通して浮き

彫りにされた。これらはへき地の教育に対して役割を担

う本学の研究と教育に大きな示唆を与えるものである。

卒業生が提供する資料はデジタルカメラで撮影した画

像データ，年間指導計画や時間割，学校要覧等であり，

さらに口頭（面談）でのやり取りや電子メールを通して

現場の詳細を知ることができた。

資料の加工とウェブデータ化に要する労力

学校現場から得られた資料をウェブデータにするため

には加工が必要になる。文書資料はドキュメントスキャ

ナによって ファイルにすることが容易である。デ

ジタルカメラの画像データも，直接コンピュータに取り

込むことができる。

ただし，本ウェブサイトは，データベースとは異なっ

て，一件ごとにページを作成してまとまった内容として

いわば雑誌の特集記事のように提示する形式のものがほ

とんどである。得られた資料をもとに，作成する内容を

決め，写真画像の選択や修正を行い，一定の形式にまと

めている作業は，雑誌や書籍の編集と同じである。この

作業には多大な労力と時間を要するため，通常業務の中

で頻繁に行うことは難しかった。複数人による分業や，

少人数による組織的な取り組みによって労力の分散や時

間の短縮が今後の課題である。

授業，研究，学生の活動成果の現場への提供

大学における教科教育法，教科専門などの授業内容を，
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そのまま現場に提供するためには繁雑な作業を要する。

そのためのウェブデータを改めて作成しなければならな

いからである。現状では，授業の配布用プリントの

ファイル，授業において学生たちが考案した教材

や立案した指導案などを公開している。ウェブデータ化

をあらかじめ想定して，授業の資料の一部をウェブ形式

で作成したが，外部への公開に馴染むものを作成するこ

とはできなかった。この点に関しては， や

遠隔教育を想定しながら研究を進める必要がある。

なお，研究論文については ファイル化してダウ

ンロードできるようにしている。

現場と学生の接点となる話題提供

図工・美術教育の情報 の内容群では主として卒業

生を中心とした現場からの情報に基く内容を紹介し，美

術教育研究室の情報 の内容群では在学生の活動を紹介

している。ウェブサイト全体としては，在学生から卒業

生にいたる利用者を意識したものとなっている。現段階

で，現場と学生を直接結びつけるような話題提供はでき

ていないが，今後，各種研究会や学生たちの活動を通し

て現場との接触を試みる。

地域の社会教育施設との連携を視野に入れた情報提

供

北海道立釧路芸術館，釧路市立美術館との連携を強く

意識し，とくに釧路芸術館における学生のボランティア

活動，企画展示における学生の展示協力の経過を詳細に

記録し，紹介した。平成 年 月から 月にかけて釧路

芸術館で開催された企画展 ももちゃん芸術祭 には，

美術研究室の学生が約 ヶ月間にわたる準備を経て展示

協力をしており，その進行状況をウェブサイトで随時紹

介した。ウェブサイトは学生たちが進行状況の確認のた

めに利用したほか，芸術館スタッフも学生たちの作業進

度を把握するために利用した。展覧会後も，社会教育施

設と連携した大学授業や学生の活動例の具体的な記録と

なった ）。社会教育施設との連携を意識した情報提供

は可能であり，その効果は高い。

日常的な業務の中で可能な内容更新の頻度

現場からの提供による情報を加工してコンテンツ化す

るには労力と時間を要する。試験運用以来，平均すると

ひと月に 件程度の部分的な内容更新を継続してき

た。 図工・美術教育の情報 に関わる大きな内容は，

ひと月に一件程度， 美術教育研究室の情報 に関わる

微細な内容更新や，雑感を綴った日記の更新がひと月に

件程度である。現段階ではこれが限界であると判断し

た。

今回のウェブサイト開設は，道東地域における教育情

報の提供手段としての可能性を試すことが一つの目的で

あった。そのために，卒業生との協力関係をもとに，学

校現場からの情報の収集，大学での内容化，そしてウェ

ブサイトによる情報の提供，というサイクルのモデルを

構想した。

既存のウェブサイトの事例から，教育情報の提供には

提供すべき内容収集とその整理・体系化に多大な労力を

要することがわかった。網羅的なデータベース化は，労

力やコストに見合うスケールメリットが見込めないと，

その実現は難しいであろう。したがって，へき地・小規

模校に関する教育情報を効率よく提供するためには，情

報の発生源と提供先としての学校教育現場と，その加工

やウェブサイトの内容化を行う大学との間に，小規模で

柔軟な人的ネットワークを構築する必要がある。

今回の事例における卒業生とのネットワークは，教育

現場からの資料を得るという点において有効に機能し

た。特に，へき地・少人数教育における様々な教育課題

が，現場に勤務する卒業生にとっての現実的で具体的な

課題となって明らかにされたことの意味は大きい。

提供した教育情報の有効性，ウェブサイトの内容の妥

当性に関しては，現段階ではこれを確認する手段を講じ

ておらず，今後の課題とされる。
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図 ＠ のホームページ

図 教材例・実践例 のトップページ
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図 小規模校での図工実践（粘土）
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図 小規模校での図工実践 運動会応援旗づくり
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図 北海道造形教育研究大会での公開授業（平成 年，函館）
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図 卒業研究で作成されたウェブ教材

図 情報とアイデア のトップページ
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図 附属釧路小・中学校研究大会の記録
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図 資料 のトップページ

図 図工・美術実践のための のトップページ
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図 紙版画道具セットの紹介
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図 公開している指導案


